
令和２年度
第１回 紀の川市まち･ひと･しごと創⽣総合戦略審議会 次第

１．開会

２．本部⻑挨拶

３．委員等紹介

４．会⻑・副会⻑選出

５．議題

ⅰ）「平成31年度地⽅創⽣推進交付⾦の効果検証」について
・紀の川市フルーツエクスポート推進事業…（資料①・①ー1）
・紀の川フルーツ・ツーリズムビューロー推進による地域ブランド⼒強化事業

…（資料②・②ー1 ・②ー2 ・②ー3 ）

ⅱ）「令和２年度地⽅創⽣推進交付⾦の申請内容」について
・「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プロジェクト

…（資料③ー1 ）
・関空⽴国デスティネーション化推進事業… （資料③ー2 ）

ⅲ）その他

６．その他

７．閉会

紀の川市まち･ひと･しごと創⽣本部事務局（企画部 企画経営課内）

⽇時︓令和2年7月22⽇（水） 15︓30〜
場所︓紀の川市役所 ３階 庁議室



PLAN【計画】

DO【実⾏】

CHECK【検証】

ACTION【改善】

地⽅創⽣推進交付⾦ 効果検証シート
交付⾦名 紀の川市フルーツエクスポート推進事業 担当課 農林振興課 検証日 令和1年7⽉10日

1,665 0 1,252 75.2% 農産物販売促進事業（2,625千円）

事業目的

農政の本質的課題である「農業者の所得拡大」を実現するために、継続的に世界市場のトレンドを的確に捉え、本市の地域資源であるフルー
ツを積極的に輸出し、利益を常に意識した「攻めの農業」への構造改⾰を進める。

財源
(千円)

当初予算額 補正額 決算額 執⾏率 主な支出(千円)

国費

市費 1,665 0 1,373 82.5%

県費 0 0 0 0

計画概要

■紀の川市フルーツエクスポート推進事業
・Ｅコマースと物流サービスをパッケージ化し、個⼈消費者向けの輸出サービスの展開を模索する
・市場に合致し収益性が⾼い品目を、リレー供給できる産地化への誘導準備を紀の⾥農業協同組合と協議する
・効果測定と検証を⾏い輸出対象国の拡大を図る準備を整える

実施結果

事業費 3,330 0 2,625

■紀の川市フルーツエクスポート推進事業
 ①レストランプロモーションの実施…シンガポールのスイーツ店にて、紀の川市産のフルーツを使用したフェアを実施
 ②eコマーステストマーケティングの実施
 ③スキルアップセミナーの実施…「シンガポール」現地商談会に参加する事業者に対し、商談を進めるためのポイントや事例を用いた
  セミナーを開催
 ④「シンガポール」における現地商談会の開催（2⽉23日〜26日） → 新型コロナウイルス感染症の影響により中⽌
 ⑤紀の川市フルーツエクスポート推進協議会の設⽴（総会の開催）

R1 R1

本事業の
ＫＰＩ

台湾・香港への輸出額 千円 106,584 102,596 192,926 119,457

指標
総合戦略 最終目標値

単位 H26 H29 H30

9

フルーツの栽培を開始した新規就農者数(累計） ⼈ 18 40 45 50 45

⼩売業者との契約締結件数（累計） 件 2 2 2

23 25
総合戦略の
数値目標

認定農業者数 ⼈ 325 314 303 296 343

新規就農者数

実績値

                 議会 報告日 令和 年 ⽉ 日

市（担当課・推進本部） 審議会（案）

改善案

輸出⾯においては、紀の⾥農業協同組合と連携し、引き続き、香
港・台湾を中⼼に、販売のPRを促進するとともに、Ｒ1年度にお
いて試⾏したＥＣサイトの更なる活用について検討を⾏う。ま
た、Ｒ2年度において予定している、空港での販売ＰＲ（インバ
ウンド向け）については、新型コロナウイルス感染症の影響を注
視したうえで、実施の可否を協議する。
農業の担い⼿確保の⾯では、次期地⽅創⽣推進交付⾦事業におい
て新規就農者受入プログラムを創設し、移住も視野に入れた支
援・取組みを実施する。

改善案

市（担当課・推進本部） 審議会（案）

課題

「シンガポール」における現地商談会は新型コロナウイルス感染
症の影響により中⽌となったが、台湾・香港への輸出額について
は、紀の⾥農業協同組合を中⼼に交渉を続けた成果として、特に
「桃」・「柿」の輸出額が大幅に増加した。
認定農業者数については、農業従事者の⾼齢化や後継者不⾜によ
り減少傾向にあることから、地域農業の中⼼となる担い⼿（新規
就農者）の確保に向け、さらに支援・取組みを強化する必要があ
る。

課題

⼈/年 28 18 16

資料①
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PLAN【計画】

DO【実⾏】

CHECK【検証】

ACTION【改善】

 ■シティプロモーション事業
 ① インフルエンサー体験会（8/29）＆アンバサダー任命（9月・10月・12月）
 ② メディアキャラバン（11月26・27日/関東圏の3ジャンル・5媒体のメディアへプロモーションを実施）
 ③ KINOKAWAマルシェ（11月17日/大阪市・芦原橋アップマーケット）
 ④「はっさくdeフルーツ湯」＆プレスリリースの実施（京都︓1月25・26日/大阪︓2月1・2日/京都︓2月8・9日）（web34媒体）
 ⑤ 効果検証

⑥ 季節毎のフルーツ体験型ツアー造成・販売
 （実績366人/内インバウンド229名）
⑦ マーケティング調査の実施
⑧ プロモーションの実施
⑨ 観光交流拠点での観光案内・特産品の販売

                 議会 報告日 令和 年 月 日

市（担当課・推進本部） 審議会（案）

改善案

引き続き、恵まれた地域資源を活用し、観光分野とも連携しつつ
地域の魅⼒を内外にアピールすることで、紀の川市に目を向けて
もらう。併せて交流人⼝の増加を定住につなげるため、地域外と
地域内の事業を織り交ぜながら移住・定住につながる「住む」に
着目したプロモーションを展開する。
DMO分野においては、国内観光客をターゲットとした「きのかわ
ステイファーム（体験農泊）」の構築等、引き続き地域ぐるみで
の観光振興に取り組む。また、R2年度から実施する広域連携事業
「関空⽴国デスティネーション化推進事業」において、新型コロ
ナウイルス感染症の収束を⾒据え、周遊化アプリの開発等に取り
組む。

改善案

市（担当課・推進本部） 審議会（案）

課題

シティプロモーションについては、認知度向上の観点で事業を実
施したが、今後は、認知度向上に加え、紀の川市の持つ「住」の
魅⼒を適切に伝えるプロモーションを実施する必要がある。
ＤＭＯ分野においては、令和2年1月以降、新型コロナウイルス感
染症の影響により交流拠点利用者数の減少が顕著であり、今後の
状況も注視しつつ、国内観光客をターゲットとした戦略も含め、
回復期に向けた準備・取組みが必要である。

課題

▲ 390 0

観光人⼝ 千人 1,880 1,670 1,719 1,714 2,200
総合戦略の
数値目標

社会増加数 人 ▲ 176 ▲ 346 ▲ 384

13,302 11,000
本事業の
ＫＰＩ 交流拠点利用者数（累計） 人 0 7,643

1,714 2,200

新たな観光ルートの構築件数（累計）

市費 19,961 0 17,689 88.6%

件 0 5 10 5

観光人⼝【観光客入り込み客数】 千人 1,880 1,670 1,719

単位 H26 H29 H30 R1 R1

計画概要

地⽅創⽣加速化交付⾦対象事業である、「『フルーツ』を核とした紀の川市シティプロモーション戦略推進事業」において、策定したシティプ
ロモーション戦略に基づき事業を実施し、市の認知度を向上させる。また、主体性と実⾏性を兼ねそろえた紀の川市版DMOを運営し、フルー
ツを核とした周遊型観光の構築と、それに起因する新たな雇用を創出することにより、農業の所得向上を図る。

実施結果

指標
総合戦略 最終目標値実績値

 ■DMO
 ① 会議等の開催（総会・理事会・合同部会）
 ② 国内教育旅⾏の受入（3団体・179名の受入）
 ③ 訪日教育旅⾏の誘致（6団体・168名の受入）
 ④ 視察等の受入（3団体・45名の受入）
 ⑤ 旅⾏会社対象ファムツアー（1月22日/紀の川市現地視察会）

 ■紀の川市まちづくり人材育成塾の開催

地⽅創⽣推進交付⾦ 効果検証シート
交付⾦名 紀の川フルーツ・ツーリズムビューロー推進による地域ブランド⼒強化事業 担当課 地域創⽣課、観光振興課 検証日 令和1年7月10日

事業目的
「シティプロモーション戦略」に基づき、市の認知度向上を図るのと同時に、地域の観光の中核を担う「紀の川市版DMO」を設⽴し、⼀体的
なプロモーションにより、交流人⼝の増加及び移住・定住人⼝の増加を図る。

財源
(千円)

当初予算額 補正額 決算額 執⾏率 主な支出(千円)

国費

県費 0 0 0 0 観光交流創造事業（25,806千円）

19,961 0 17,114 85.7% シティプロモーション事業（8,997千円)

事業費 39,922 0 34,803

資料②



令和元年度

業務実施報告書
（業務の効果検証及び実績報告）

令和２年３月
株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所

1



 ! "#$%&’()*+,-./0$1

2$3456789:3456;<=>&?

7@A-.B:CDEFG5H$IJ  ! K

"#7L9:M

6789:;<=>?@

0$12$3456789:3456;(=

47N$OPQRSM

0$12TU$3456VWXY5Z,,[

\QRS]J^,P/_‘a\0$12$3

456X?4b$cd7ef:M

A789:;B=8

C789:DE,F9B GHIJ5

3456gh ijklmn o\3456$c

d\pB.qrB:CD/%&34s&t5

,$uvwB,,[\/0$12$3456

\x-y7z9.B:C{|},-:M

KLM9NO?PQ

~3456¡K3456?4bX¢£¡⁄¥\ƒ§¤IJ'5“<)«‹/%&34

s&t5$K ! K"#7›-.0$12$fifl–†7LJ/%&34s&t5@A7

‡·-¶-:M

RSTUV •0$12P‚„JK3456$”»…

•0$12$3456?4b/3456ƒ‰¿`$cd

RWXYZ ´KˆK˜¯K˘K̇ ¨Ko~˚¸˝˛ˇK—ÆªŁKØÆŒKºækı

RX[[\ łøœßß ¹ ł¬œßßK̇ µ™KłłœßßK¹/Ð½±Þ¼÷Kł¯œßß¦

6]?78^?_9‘abcd?e_f9gh

 !"#$%&’()

2



~%&34s&t5@A}‡·°/Qþ¾B:CB:%&34s&t5²T\@A

}$®hX−ð×7"#B:CD¶-:M

Rijk<Nlm@ ³ ¥B[©B[0$12K³ 3456ÁÂ6Ä5K³ÀÅ

Rn[\ ˜ßł¯ Ã ¯ˆ¡łßˆ¡ł˜ˆ

RU[V ÇÉÊËÆÈŒÆÍ3>5Î"#

~%&34s&t5@A}\Qþ¾B:CB: ˜T\/0$123456Ä&Ït

Ì5,-.ÑÓB:CD¶-:MÔÖa\0$12$34567qÒv-/N$3

456789:qÕŠÚÛ7QÜÙB:CD/0$12$fiflÝŸŽ7Lá¶-:M

d?e_f9

oHpqrstusv7>9wxyz[

Rijk<Nlm@ ³ 0$123456Ä&ÏtÌ5

³3456ÁÂÄ&ÏtÌ5

3



C{|>d}~¡e?

~0$12,bâ>Ä,$ƒäàåã7çé-./ƒêë$bâ>Ä7èí/îï

ì5ñó&7‡·-¶-:M

o¢£⁄¥ƒz[

łł ˆ ˜ô ˘˙ö¦

òõš úû&4 ü@T ü@ùT

ł ýÿØ žßÍÉ %5Î

˜  Z5H%&t'â5 ˘⁽=⁾‥

łł ˆ ˜¬ ˘˙․¦

òõš úû&4 ü@T ü@ùT

ž ýÿØ )4ý— %&î⁾

  ^,á9 ù

ø ýÿØ )FÎF ÏÎ%&'5ñó4

4



~2$,‰-:2ë$%&)\á0$12ⁿ%b5ú$á

y7]J^,7ça\~ ÀÅ ]Jd/îïì5ñó&d$ŸŽ~0$1,ff

,$pÚ¤á7p{J~ffifflá/pÚ¤á/Ä%âÄ7₍₎~$p7ç,-Ú

¤/%&)7£B¶-:M

R§¤

R=9'

®Ú$,ÑÓ]J^,\á/^„$ÑÓ7JO

ˇ,]JM

3456$¶/0$12$7@

RWXYZ łł ˆKł¬K˘K̇ ˘Ko~Ä<î5<)

RX\ łßœßß ¹ łôœßßK̇ µ™K´œžßK¹/Ð½±Þ¼÷Kł¬œßß¦

A“H«‹“›fi›'8Nfl

•á::y

•

• łß

•(ï

•¿`<î<î(F<î

•sîï& ˜ß

•4ñ₡Ï<( øßß

4ñ<)P°

--‒ÔM

•‘<î

•<î

6–†‡·¶•‚„

%&)$⅛⅜},⅝⅞⅓}7‡·

-:M⅞⅓\⅔⁰ff⁴⁵}ù⁶⁷⁸

˙⁹₀₁3456₂5â&¦₃₄ù₅7q₆

₇-/$⁾(Yû57-.B:CB:M

N$°/÷P$₈w₉Xâ>î

⁾%%b5ú$fi×7‡·-:M

–†D”b

5



:;<=>?40@ABCDE*F0GG/-HIJ

3456;<=>&?‡/‘$<î/=54(ï˛

sîï&/Ï<Y/zá₡˛Ä<î5<)˙4)Ï⁾%}O ž/⁹¦

o»…‰9¿…`UV



˙qBv35H˙vN⁸/Ä)FsXÛ

á¦œU/¨[,⁸œ5

Xœ%)¡₅¶q^

-9,0$12œúûH×345

6;<=>&?˙ÀŁËËÊÍŁKh¦

•CvPÚ{/3456;<=>&?$‡X/úG5'&Î/ÀÅÓX345

6$áU¡’&3⁾<)ÚÛ/@APDJ¬&=&67f:%&),-:M

•®O¯œłß¼°²¼¶P$ ô¼÷P/± žßßff²ŽM

•3456³´$µ ł˜ßff¶ÝM

•áŽœ²·$P łłß¸ôžßK¹˙4)Ï⁾%}O3ïÄP‡·¦

’()*

6



~%&)7›-._{$\0$12ⁿ7fl9.B:C{/º»7z9.B:

C{^,7ça,-./†¼,½$¾¿$QÀd7B:CD/9…{7qÁÂ

\ÃÄ:3456¿7‡·-¶-:M

~3456¿7 ÀÅ¬&=&6$Åp,-:bâ>ÄÆûÏ&P$Çe/î⁾F

F57Ñ₡-/bâ>Ä‹$Äîï5Y[£ÚB¶-:M

R’( • łˆ ˜ø˘ iÈ o¡łˆ ˜ô ˘ i ˘ o

~¡½'É5†ÊO¹ ËÌÌÍ

~¡{pÎÏ$Ð~¿Ñ

• ˜ˆ ł˘ iÈ o¡˜ˆ ˜˘ i˘ o

~¡ÒÓÔ~ÕÚ$¿Ö

~¡Á×ÓÔ’ØÙs

• ˜ˆ ´˘ iÈ o¡˜ˆ ¯˘ i˘ o

~¡½ÚÛ~d$¿

½'É5†ÊO²/ÜÝP9…{î⁾Þ&)7‡·

o´ˆ•‚„z

 !"#

 !"#$%&’(

)*+,!*-./0123456789:;<

=>?@*-./0123468ABCDEF4GHI<

-./0:D-JKLMNOPQRST

 !"#$%&’()*)+,-./0123

456,-./!)789:;<=>.?@ABC

D’E !"#!FGBHI5JKLM!%N9

:;,-./OBPQ:;R)ST

 !"#$%&’()

#$%&’( !"# ! !" %! $%&’(##$%&’("# ! ! %&’(# ’!

BUVW*

-./0XYZ5[

\]̂ 8(

˜¯˘˙¨789:˚cK¸¿˝˝9¿-’(

KLM

NOAPQRS

KG/0ETU2

7



R’(-˛ˇ

•ÃÄJ9…{ß`78₡-/35Îï\àáM

•9…{7ÃÄJCvPÚ{/Åâîïì5ñó&ïã7äå-:9…{7˛-Ã

ÄJ^,P/0$12$9…{$fiflÝŸŽ\pÚJ[$,-:M

•î⁾Þ&)₡$9…{wæ ´ž¯˙9…{¦ç₡è/éıêé˘ łßßç¶ÝàM

•½ÚÛ~d$¿P/0$12$ ÀÅ57ëv. ÀÅ7‡·M

•ì¾¿$íî

~qï®\ðñPB:Cv:/Bp[á®Oï[òf:ÚÛM

’()*

K¸¿˝˝9¿

~2$7óôa\õö]J:/÷ø'%H 7nÑ₡-:î⁾FF5̇ 3

456¿$ùfl¦7‡·-¶-:M

˜ß˜ Ã łˆ ł˘

úû₁ü0$12$T ý9…{þ7ÃÄ:

ÿ�ÚÓÔ9…{�Ł3456¿ⁿ

˙ýÿØKžKü@KP��¦

�Æ˙%�¦��G5 —��Ł�G5ŒÆ��˙)%ñ5¦q:{¶���

���&%& —ÅÿKýÿØ ŁË�Æ˙s4�¦�¬�¬�G5�⁾�I��

�˘�âú'4�� � žßÍÉKt&ÞïØ�<6,„¶¤�G5

!Ł�Ê—ÆªŁ ÇÉª�ÊŁŁ��G5 Øÿ KÇ�ÿ ˙)'%HZ¦sÆt%)�G5

 ÿ���� �-�'ê����&%&¼⅝Î<)¬H ÀÅÿ Ç�ÿ!K�ÉÉŁ

 ÉªË�‥ú° µØ¾ŒŁÊÊ˙˘⁽‥ú°î⁾¦K���ËK!ÿý úó4Ì&�G5

 �Ç�ÿ˙Ä<)Ì%H¦ÀÉ‥ú° ØÇÌ��Øÿ�G5�ÅÇ—�!K!ÿý 

Ñ��3⁾<ñGÄ%

o˝˝9¿—»¥ƒz[

8



*!"#$%+,-.

KLM9NO?PQÆªŁØ./01

~�ú�ÃÝ\‡·-:/îïì5ñó&ÑÓ×\qB./N$óô��$þ�,

ÚJ¯�\pB.¶,.B¶]M

A“H«‹“›fi›'8Nfl

óô7 ]‡!¯�×

"ç ‡!

0$125‹$®O¯ žßßff¹ ßßff¶Ý

½@áŽ łłß¸ôžß¹

³´úG5'&Î$µ¯ ± ł˜ßff

C{|>d}~¡e?

óô7 ]‡!¯�×

"ç ‡!

bâ>ÄÆûÏ&$èíü@¯ 

˜789:˚cK¸¿˝˝9¿

óô7 ]‡!¯�×

"ç ‡!

î⁾FF5$�ù#$% &˜ž¸¯´ø¸ßßß

î⁾FF5$‡·°/'$I9:�ü@¯ ž

6]?78^?_9‘abcd?e_f9gh

óô7 ]‡!¯�×

%&34s&t5@A}

"ç ‡!

"#¯ K(

�F5Y¯ ˜˜ô¸¯¯ł

�BBK¯ ô¸´žô

¬b&)¯ łž

)s&“5úb&)* žßł

Ä&ÏtÌ5+,

Ä&ÏtÌ5 ˜KT˙�Ë�Í-�Æ�Æ�ÆÍK/K�Ë���ÍŁ¦

Ö÷ ˜ßł¯KÃK¯KˆK¡KłßKˆK¡Kł˜Kˆ

�F5Y¯ ł´ø¸łł

�BBK¯ ˜˜¸ôô¯

¬b&)¯ łł¬

)s&“5úb&)*œ ˜´ž

s&“5úb&)K*K\pB.K/Ks&“5úb&)K*K7K.K"#K\K/K]JBBK¯K¬b&)K¯K0K31ïÉ5K¯KKłßßKKPK

$KK-.B¶]KM

¬b&)K¯KK/K⁽ffK$K2ö¯K[3{y¶]KM

9



� 

1



� 

 

 

 

 

 

� 

2



 

 

� 

� 

3



� 

 

 

4



� 

�

5



� 

6



7



� 

8



9



1



2



地⽅創⽣推進交付⾦の申請内容《「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プロジェクト》

目的︓本市の豊富な地域資源を活かした取組、空き家の把握と活⽤を推進するための取組、基幹産業である農業を中⼼としたしごと創出の取組、安⼼して⼦育て
ができる環境づくりの取組等を一体的に進めるとともに、紀の川市シティプロモーション戦略のブランドコンセプトである「住いも⽢いも紀の川市」に込められ
ている「住みよいまち」であることを発信することで移住・定住・交流の促進を図り、社会動態の改善と⻑期的な⼈⼝確保を目指す。

令和2年度（2020年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 1年目

令和3年度（2021年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 2年目

令和4年度（2022年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 3年目

事業名︓「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進
プロジェクト

申請額︓26,675千円（国50％/市50％）

概 要︓
事業⽴上期と位置づけ、プロモーション戦略事業において

は、POPUPショップ出展事業を都市圏を中⼼に展開し、併せ
て、Peach航空やメーカーとのタイアッププロモーションを
実施する。また、移住・定住促進戦略事業においては、移
住・定住ポータルウェブサイトの構築、空き家情報の掘り起
こしのための地域向けセミナーの開催および相談窓⼝の運営
サポート、新規就農者受入プログラムのカリキュラム作成・
内容設計等、2年目に向けた準備・構築を中⼼に事業を始動
する。

事業内容︓
・シティプロモーション事業（10,674千円）
・移住定住ポータルウェブサイト構築事業（5,610千円）
・空き家活⽤促進連携事業（636千円）
・新規就農者受入プログラム（9,755千円）

事業名︓「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進
プロジェクト

申請額︓20,217千円（国50％/市50％）

概 要︓
事業継続期・展開期と位置づけ、プロモーション戦略事業

においては、デジタルサイネージの活⽤検討及びマルシェ出
展事業（都市圏・市内イベント）を支援し、事業者の自主的
な運営体制を整備する。また、移住・定住促進戦略事業にお
いては、前年度に構築した移住・定住ポータルウェブサイト
を活⽤した移住フェアへの出展、空き家情報の掘り起こしの
ための地域向けセミナーの開催および相談窓⼝の運営・展開、
新規就農者受入プログラムの第1期⽣の募集、体験研修等の
実施等、本格的な事業展開を実施し、次の段階に結びつける。

事業内容︓
・シティプロモーション事業（9,130千円）
・移住フェア出展事業（500千円）
・空き家活⽤促進連携事業（1,765千円）
・新規就農者受入プログラム（8,822千円）

事業名︓「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進
プロジェクト

申請額︓19,315千円（国50％/市50％）

概 要︓
事業発展期と位置づけ、プロモーション戦略事業においては、

デジタルサイネージの活⽤及びマルシェ出展事業（都市圏・市
内イベント）における事業者の自主的な運営を支援する。また、
移住・定住促進戦略事業においては、引き続き、移住・定住
ポータルウェブサイトを活⽤した移住フェアへの出展、空き家
情報の掘り起こしのための地域向けセミナーの開催および相談
窓⼝の運営・展開、空き家相談の担い手育成、新規就農者受入
プログラムの第1期⽣の研修支援及び独⽴に向けた就農環境の整
備支援、第2期⽣の募集支援等、取り組みの深化と併せ、次年度
以降の自⽴運営に向けた支援事業を実施する。

事業内容︓
・シティプロモーション事業（9,900千円）
・移住フェア出展事業（500千円）
・空き家活⽤促進連携事業（1,435千円）
・新規就農者受入プログラム（7,480千円）

事業⽴上期 事業継続期・展開期 事業発展期

費用対効果を測定する数値（申請値） 事業開始前 令和2年度増加分 令和3年度増加分 令和4年度増加分 増加分計

転入者数 1,400人 30人 30人 50人 110人

新規就農者受入プログラム実施による移住者数 0人 0人 0人 10人 10人

移住相談件数 113件 10件 30件 50件 90件

資料③－1



地⽅創⽣推進交付⾦の申請内容

目的︓関空から⾞で40分という利便性を⽣かし、関空利⽤の訪⽇観光客を紀の川エリアまで周遊させるため、①紀の川市の最⼤の魅⼒である年中とれるフルーツを楽し
んでもらえる体験型観光コンテンツ作りを強化するとともに、②関空を中⼼とした関⻄圏からの様々な移動手段を活⽤したツアー企画や体験商品の販売、③フルーツや
地域農産物等を活⽤した特産品を開発販売することで、旅⾏消費額の増加、地域の稼ぐ⼒の強化につなげていく。

令和2年度（2020年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 1年目

令和3年度（2021年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 2年目

令和4年度（2022年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 3年目

令和5年度（2023年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 4年目

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

申請額︓2,600千円（国50％/市50％）

概 要
和歌山市や泉佐野市と本格的な府県域を

越えた広域連携を実施することで、広域連
携による各エリアのキラーコンテンツ造成
及びおもてなし⼈材育成による地域での消
費や観光客の取込みの可能性を探る。

事業内容︓
・フルーツ体験コンテンツ造成費

（600千円）
・フルーツバスツアー等開催費

（400千円）
・地域農産物を活⽤したオリジナル商品の

開発費（1,600千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

申請額︓8,500千円（国50％/市50％）

概 要
広域周遊するためのキラーコンテンツ

を連携自治体とともに造成し、受入環境
の土台を固めることで、りんくうエリア
からのインバウンドの取込みできる環境
を構築する。

事業内容︓
・フルーツ体験コンテンツ造成費、農泊

推進費⽤（3,000千円）
・フルーツバスツアー等開催及びインバ

ウンド向けプロモーション費⽤
（3,500千円）

・地域農産物を活⽤したオリジナル商品
の開発費（2,000千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

申請額︓8,500千円（国50％/市50％）

概 要
本市への誘導に併せ、泉佐野市や和歌

山市、本市が連携している近隣都市や地
⽅都市への誘導を推進することで、関空
利⽤者の目的地（Destination）化となる
ための取り組みを更に深化していく。

事業内容︓
・フルーツ体験コンテンツ造成費、農泊

推進費⽤（3,000千円）
・フルーツバスツアー等開催及びインバ

ウンド向けプロモーション費⽤
（3,500千円）

・地域農産物を活⽤したオリジナル商品
の開発費（2,000千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

申請額︓8,500千円（国50％/市50％）

概 要
前年度までに積み重ねてきた目的地化

（たまり場）となる事業、受入環境整備、
食文化の発信、⼈材育成等、それぞれの
事業について、総括的な効果検証を⾏い、
翌年度以降に、自⽴した運⽤ができるよ
う取り組む。

事業内容︓
・フルーツ体験コンテンツ造成費、農泊

推進費⽤（3,000千円）
・フルーツバスツアー等開催及びインバ

ウンド向けプロモーション費⽤
（3,500千円）

・地域農産物を活⽤したオリジナル商品
の開発費（2,000千円）

事業準備期・⽴上期 事業展開期 事業展開期・軌道修正期 検証及び事業確⽴期

費用対効果を測定する数値（申請値） 事業開始前 令和２年度増加分 令和３年度増加分 令和４年度増加分 令和５年度増加分 増加分

市内宿泊施設のインバウンド宿泊者数 377人 2,170人 2,450人 2,640人 2,740人 10,000人

当該事業による消費効果額 － 8,250千円 12,750千円 17,250千円 21,750千円 60,000千円

資料③－2《関空⽴国デスティネーション化推進事業》
【「紀の川市」「和歌山市」「泉佐野市」の3自治体による広域連携事業】


